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　いささ
　耳卯か旧聞に属しますが，昨年の先進国首脳会議の場で，“国際的な流動性と相互依存関係が高まるグロー
バル化・ボーダーレス化時代の教育の在り方”が初めて主要議i題としてとり上げられ，K6LN　CHARTER
が採択されました．我が国の文部省は，この国際的な共通認識の下に，知的創造立国を目指し国際社会で
活躍できる人材を養成するため，「グローバル化時代に求められる高等教育の在り方について」として，（1）
国際的通用性・互換性を重視し，世界に開かれた大学づくりを推進するための方策，（2）高等教育機関と社
会との往復型による生涯学習を推進するための方策，（3）高等教育における情報通信技術能力の育成と情報
通信技術の活用による教育提供等を推進するための方策，の検討を大学審議会に諮問しました．（註〉
　これまで我が国の大学は，教育研究の高度化・個性化・活性化を目指して様々の改革を進めて来ました
が，今後さらに，国際的に通用する世界に開かれた大学づくりを推進するために，グローバル化における
基本的なLiteracyである情報通信技術能力の育成と情報通信技術の活用による教育・研究の提供を図り，情
報通信技術教育の充実，情報通信システムの活用による学習機会の整備，情報通信システムを利用した海
外の大学との教育の送受信・相互交流などを進めて行かねばなりません．このためには，伝統的な教育学
習方法を発達させるだけではなく，遠隔学習のための効率的な情報通信技術（ICT）ネットワークを構築す
る必要があります．
　本学は，医科大学こそ情報通信システムの構築とマルチメディアを応用した教育・研究を推進せねばな
らないとの観点から，国の支援・助成を得つつ，先ず，情報関連資源整備のため「学内LAN』構築（第1
次情報化）を行い，次いで，遠隔医療・遠隔教育を志向する「マルチメディアモデル医療，教育，研修シ
ステム』構築（第2次情報化）を推進しました．さらに，これら成果を踏まえ，グローバル化時代の新しい
医科大学の在り方としての「通信衛星による医学・医療情報ネットワークシステム』（第3次情報化）構築
の実現を念願しています．
　全国の医科大学・医学部と附属病院が連携し，ギガビット級通信衛星を利用して，日本，東アジア，環
太平洋，やがて世界的規模で，最高最新の医学研究や医療情報の相互交換を行うことは，必ずや医学教
育・医療研修の拡大化や診療機能の高度化を齎し，医学の発展や医療水準の向上に寄与するものに相違あ
りません．完成の暁には，本学は，医学医療情報を送受信する拠点としての学術的役割を担い，より一層
“学問の香り高い医科大学”となるものと確信しています．
　21世紀の医学教育と研究に携わる若い諸君に，構想への参画を強く期待するものであります．
註：大学審議会「グローバル化時代に求められる高等教育の在り方について（諮問）」文高企第231号
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